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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 16,533 △11.3 135 △49.4 101 △64.1 △201 ―
24年3月期第2四半期 18,650 △1.4 267 △33.4 282 △34.8 354 163.2

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △382百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △293百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △3.56 ―
24年3月期第2四半期 6.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 37,071 19,355 49.8
24年3月期 39,990 19,976 47.6
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  18,456百万円 24年3月期  19,041百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 3.00 3.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,000 △12.5 200 △45.6 130 △64.2 △200 ― △3.57



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報
(注記事項)に関する事項 (３)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 60,453,268 株 24年3月期 60,453,268 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 4,478,559 株 24年3月期 3,875,547 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 56,427,181 株 24年3月期2Q 56,580,267 株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要やエコカー補助金等の効果によ

り緩やかな景気の持ち直しが見られたものの、欧州債務危機問題の長期化に伴う海外経済の減速、なか

でも中国の経済成長の減速と円高定着により輸出環境の改善が見られないことから、景気の先行きは依

然として不透明な状況が続いております。 

 このような情勢のもと鋼管業界におきましても、普通鋼製品は全般的に需要が落ち込みましたもの

の、自動車関連についてはエコカー補助金の復活で期の前半頃までは比較的安定した需要がありまし

た。しかし、長引く円高により国内産業の設備投資意欲の減退とともに生産の海外移転が進行し、各種

製造業や輸出関連の需要が減少しました。また、需給バランスの崩れている中で、需要先の在庫圧縮や

当用買いの姿勢が目立ち、生産量の減少と原材料価格の変動幅を超えた販売価格の低迷により、採算性

の維持が困難な状況が続きました。 

 ステンレス製品につきましても、過去の価格高騰が引き起こしたステンレス離れと円高による国内産

業の空洞化の影響もあって、震災後の需要落ち込みからの回復も思うように進みませんでした。そのよ

うな中、食品・飲料・医薬品など一部の設備投資関連の需要は比較的堅調でありましたが、全般的に公

共事業や設備投資関連、建材の需要は低調に推移しました。ステンレスの原材料コイル価格は、ニッケ

ルや輸入コイルの価格変動から弱含み傾向が続き、それを受けてステンレス製品価格も下落傾向が続き

ました。特に流通販売市場では、需要低迷のなか買い控えも目立ち、激しい販売競争のもと価格是正が

行えない厳しい状況となっています。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は16,533百万円（前年同期比11.3％減）、営業利益

135百万円（前年同期比49.4％減）、経常利益101百万円（前年同期比64.1％減）となりました。なお、

特別利益として固定資産（土地）売却益、特別損失として投資有価証券評価損と固定資産（リース資

産）減損損失を計上しました。この結果、四半期純損失は201百万円（前年同期は四半期純利益354百万

円）となりました。 

  

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産）  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は37,071百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,918百

万円減少しました。流動資産は25,447百万円となり2,711百万円の減少となりました。これは主

に、受取手形及び売掛金の減少2,689百万円、有価証券の減少1,099百万円であります。固定資産は

11,624百万円となり207百万円の減少となりました。これは主に、投資有価証券の減少420百万円で

あります。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は17,715百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,298

百万円減少しました。流動負債は15,331百万円となり2,372百万円の減少となりました。これは主

に、支払手形及び買掛金の減少2,557百万円であります。固定負債は2,383百万円となり74百万円の

増加となりました。これは主に、退職給付引当金の増加35百万円であります。 

（純資産）  

当第２四半期連結会計期間末の純資産は19,355百万円となり、前連結会計年度末に比べ620百万

円減少しました。これは主に、利益剰余金の減少370百万円、その他有価証券評価差額金の減少146

百万円であります。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報
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② キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、7,000百万

円となり、前連結会計年度末より624百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。 
  
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の減少は191百万円（前年同四半期は1,454百万円の資金の増加）となりました。

これは主に、売上債権の増減額が2,382百万円の資金増加から2,683百万円の資金増加になったことや、

たな卸資産の増減額が477百万円の資金減少から158百万円の資金増加になったものの、税金等調整前四

半期純損失が250百万円増加したことや、仕入債務の増減額が866百万円の資金減少から2,556百万円の

資金減少になったことなどによるものであります。 
  
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の減少は273百万円（前年同四半期は682百万円の資金の減少）となりました。こ

れは主に、関係会社株式の取得による支出が512百万円減少したことなどによるものであります。  
  
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の減少は158百万円（前年同四半期は231百万円の資金の減少）となりました。こ

れは主に、自己株式の取得による支出が68百万円増加したものの、 短期借入金の純増減額が48百万円

の資金減少から98百万円の資金増加になったことなどによるものであります。 

  

今後の見通しにつきましては、中国など海外経済が減速する中でエコカー補助金による政策効果の支

えがなくなり、日中関係の悪化もあって、生産の落ち込みが雇用にも波及する景気の後退局面が懸念さ

れます。そのような中で景気の牽引役として震災からの復興需要に一層の期待を寄せております。 

 鋼管業界におきましても、これまでの土木中心の復興需要から徐々に建築関連へ波及し、さらに設備

関連の復旧へと進み、鋼管製品の需要の増加に繋がるものと期待されます。 

 当社グループでは、これまで以上に提案型営業の展開と固有の製品開発に重点を置き、グループ・工

場間の連携を一層強化して、引き続き効率的な生産・販売活動に注力してまいります。 

 当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況等を踏まえ、平成24年5月11日公表（平成24年3月

期決算短信の発表時）の通期業績予想（連結・個別）を修正しております。詳細につきましては、本日

（平成24年11月9日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更していま

す。 

 なお、この変更に伴う影響は軽微であります。 

  

該当事項はありません。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,717 6,293

受取手形及び売掛金 14,798 12,108

有価証券 1,906 807

商品及び製品 4,404 4,159

仕掛品 184 216

原材料及び貯蔵品 1,022 1,073

その他 553 893

貸倒引当金 △429 △106

流動資産合計 28,158 25,447

固定資産   

有形固定資産   

土地 3,877 3,942

その他（純額） 3,001 2,975

有形固定資産合計 6,878 6,917

無形固定資産 66 66

投資その他の資産   

投資有価証券 4,458 4,037

その他 428 601

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 4,886 4,639

固定資産合計 11,831 11,624

資産合計 39,990 37,071
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,497 8,940

短期借入金 5,013 5,106

未払法人税等 26 20

賞与引当金 303 281

その他 862 983

流動負債合計 17,704 15,331

固定負債   

退職給付引当金 1,460 1,496

役員退職慰労引当金 362 30

環境対策引当金 30 30

資産除去債務 6 6

その他 450 821

固定負債合計 2,309 2,383

負債合計 20,014 17,715

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,940 3,940

資本剰余金 4,155 4,155

利益剰余金 11,388 11,017

自己株式 △599 △668

株主資本合計 18,884 18,444

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 633 487

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 △476 △475

その他の包括利益累計額合計 156 12

少数株主持分 934 898

純資産合計 19,976 19,355

負債純資産合計 39,990 37,071
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 18,650 16,533

売上原価 16,016 14,419

売上総利益 2,634 2,114

販売費及び一般管理費 2,366 1,978

営業利益 267 135

営業外収益   

受取利息 5 5

受取配当金 61 56

仕入割引 10 8

その他 51 20

営業外収益合計 129 91

営業外費用   

支払利息 24 21

売上割引 9 7

退職給付会計基準変更時差異の処理額 66 66

その他 15 30

営業外費用合計 115 126

経常利益 282 101

特別利益   

固定資産売却益 0 136

負ののれん発生益 886 －

特別利益合計 886 136

特別損失   

固定資産除却損 4 6

減損損失 1,164 187

投資有価証券評価損 2 297

特別損失合計 1,171 491

税金等調整前四半期純損失（△） △2 △253

法人税、住民税及び事業税 11 10

法人税等調整額 46 △24

法人税等合計 57 △14

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △60 △238

少数株主損失（△） △414 △37

四半期純利益又は四半期純損失（△） 354 △201
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △60 △238

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △243 △146

繰延ヘッジ損益 △2 △0

為替換算調整勘定 13 3

その他の包括利益合計 △232 △143

四半期包括利益 △293 △382

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 115 △345

少数株主に係る四半期包括利益 △408 △36
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2 △253

減価償却費 271 228

固定資産除却損 4 6

固定資産売却損益（△は益） △0 △136

減損損失 1,164 187

負ののれん発生益 △886 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △323

災害損失引当金の増減額（△は減少） △216 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 111 35

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2 △331

受取利息及び受取配当金 △67 △62

支払利息 24 21

投資有価証券評価損益（△は益） 2 297

売上債権の増減額（△は増加） 2,382 2,683

たな卸資産の増減額（△は増加） △477 158

仕入債務の増減額（△は減少） △866 △2,556

その他 △15 △173

小計 1,428 △217

利息及び配当金の受取額 67 63

利息の支払額 △24 △21

法人税等の支払額 △25 △25

法人税等の還付額 7 9

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,454 △191

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △100

投資有価証券の取得による支出 △24 △3

投資有価証券の売却による収入 2 －

関係会社株式の取得による支出 △512 －

有形固定資産の取得による支出 △146 △176

その他 △2 6

投資活動によるキャッシュ・フロー △682 △273

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △48 98

長期借入金の返済による支出 △0 －

リース債務の返済による支出 △13 △19

配当金の支払額 △169 △169

自己株式の取得による支出 △0 △68

財務活動によるキャッシュ・フロー △231 △158

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 540 △624

現金及び現金同等物の期首残高 6,853 7,624

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,394 7,000
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該当事項はありません。 
  

  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備、福祉機器の製造販売

であります。 

 2. セグメント利益の調整額は、すべて棚卸資産の調整によるものであります。 

 3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「鋼管関連」セグメントにおいて、連結子会社が所有する一部の固定資産（土地及び建物）に時価の下落に
よる減損の兆候が認められたため、その認識・測定を行った結果、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損
損失を計上しました。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては1,164百万円で
あります。 

  
（重要な負ののれん発生益） 

「鋼管関連」セグメントにおいて、従来より連結子会社であるアラヤ特殊金属株式会社の株式について、機
動的な運営と経営の迅速化を図るため、平成23年9月22日に少数株主よりその保有する株式40%のうち25%を追
加取得したことによる負ののれん発生益を計上しました。なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額
は、当第２四半期連結累計期間においては886百万円であります。 

  

  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械設備、福祉機器の製造販売

であります。 

 2. セグメント利益の調整額は、すべて棚卸資産の調整によるものであります。 

 3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「鋼管関連」セグメントにおいて、連結子会社が所有する一部の事業所において、営業活動による損益が継
続して損失となり、将来の回収可能性を勘案した結果、未経過リース料総額を固定資産（リース資産）の帳簿
価額とみなし、回収可能価額をゼロとして全額減額し、減損損失を計上しました。なお、当該減損損失の計上
額は、当第２四半期連結累計期間においては187百万円であります。 

  

該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額
（注3）

鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

  外部顧客への売上高 17,758 670 191 18,620 29 18,650 ― 18,650

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

― ― 21 21 ― 21 △21 ―

計 17,758 670 213 18,642 29 18,671 △21 18,650

セグメント利益 71 35 178 284 △18 265 2 267

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注1）

合計
調整額
（注2）

四半期連結

損益計算書

計上額
（注3）

鋼管関連
自転車
関連

不動産等
賃貸

計

売上高

  外部顧客への売上高 15,658 642 184 16,484 48 16,533 ― 16,533

  セグメント間の 
 内部売上高又は振替高

― ― 21 21 ― 21 △21 ―

計 15,658 642 205 16,506 48 16,555 △21 16,533

セグメント利益 △52 5 172 126 △6 120 15 135

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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